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“信
し な の

濃教育”誕生の恩人 浅
あ さ お か

岡 一
はじめ

（1851～1926）

二本松ふ
るさと人物史 No.23

　“信濃教育”で知られ、全国教育界の模範となっ
た長野県教育。その基礎形成に貢献した２人の人
物は二本松出身者の実の兄弟で、今回紹介する浅
岡一と、４歳年上の渡辺敏

はやし
であり、長野県教育界

の恩人として顕彰されています。
　浅岡一は嘉永４年（1851年）１月８日、二本松藩
士で武器奉行を務める浅岡段介の五男として出生。
戊辰戦争に際して父と長兄が戦死し、母方の実家
である渡辺家でも当主が戦死をするという悲運が
襲いました。そこで、浅岡家は末弟の一が、渡辺
家は兄の敏が継ぐことになったのです。一は15歳
の時に藩から招かれて御前講義をするほどの秀才
であったといいます。
　戊辰戦争の爪痕

あと
が消えない明治５年（1872年）に

上京し、信州松本出身の辻
つじ
新
し ん じ
次に身を寄せ、勉学

に励みました。文部省勤務を振り出しに、広島師
範などに勤めるかたわらフランス語を修得し、明
治19年(1886年) ９月に長野県師範学校長として
赴任、同県学務課長をも兼任することになりました。
　同年創設された信濃教育会の初代会長に推され、
以後、長野県教育界の中心的人物として大きな影
響力を発揮することになります。

　一は師範教育の目的を｢順良・
信愛・威重｣気質の養成とし、全
寮制の導入や子弟間に人格愛情
を養う精神主義教育の確立など、
教育の充実を図り、教育尊重の
気風を植えつけることで、因襲を打破し、合理主
義を浸透させることに尽力しました。
　校長よりも高い給料での人材登用や校舎新築、
附属小学校や幼稚園の開設を進め、女子教員養成
の道も開きました。さらに、当時としては画期的
な修学旅行を実施し、憲法発布の大典には教職員・
生徒を引率し上京するなど、浅岡学風を浸透させ
たのです。
　人柄は、温かい人情味にあふれていたといいま
す。教育に対しては部下を信じ、部下に間違いが
あれば自らが責任を負い、極めて寛大であり、特
に青年の心を引き寄せることに長じていました。
　晩年は東京に在住し、大正15年（1926年）９月
25日、75歳をもって逝去しました。
　長野県は、全国一の教育県に育て上げる基礎を
築いた功労者として、信州大学教育学部構内に頌

しょう

徳
とく
碑を建立し、その業績を讃えました。
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対比
侵
入
盗

空き巣
出店荒し
その他 −１

非
侵
入
盗

万引き ２ ２ １
車上ねらい
その他 −１

自転車盗 −３
器物損壊
住居侵入
そ の 他 ２ １ ３ −３
合　　 計 ２ ２ １ ５ −７
前年対比 −５ −２ １ −１ −７




